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経営合理化（希望退職者募集の結果）に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 22 年１月 19 日発表の「経営合理化の取り組みに関するお知らせ」にあると

おり、激変する市場環境に対応するために経営合理化策を実施しております。この度、経営

合理化策の一環として実施した希望退職者の募集が終了しましたので、募集結果及びその他

の経営合理化策の業績への影響について、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１．希望退職者募集の実施結果について 

（１）希望退職者募集の概要 

①募集対象者 原則 30 歳以下を除く全社員 

（平成 21 年 12 月 31 日現在の従業員数 478 名） 

②募 集 人 員 150 名程度を予定 

 ③募 集 期 間 平成 22 年１月 21 日～平成 22 年２月８日 

 ④退 職 日 平成 22 年３月 15 日 

 ⑤優 遇 措 置 退職者に対し、所定の退職金の他に特別退職一時金を支給 

 ⑥支 援 策 希望者に対し、外部専門会社による再就職支援サービスを実施 

 
（２）希望退職者募集の結果 
 応募者数 106 名 
 
２．その他の経営合理化の概要 

（１）本社機能の移転 

移転する拠点名 移転先拠点名 移転時期 

横浜本社／技術・研修センター 

（神奈川県横浜市都筑区仲町台 3-12-1）

福井事業所 

（福井県坂井市坂井町長屋 78） 

平成22年２月中予定

 

（２）営業拠点の見直し 

国内営業拠点につきましては、仙台・大宮・横浜・松本・静岡・名古屋・大阪・福岡（各

営業所）の８拠点体制で行います。尚、当社製品への保守サービスに関しましては、出張所

を設置し、上記営業所とともに従来通りの保守サービス体制を継続いたします。 



（３）福井工場の見直し 

 国内生産拠点である福井工場の人員配置の見直し及び生産設備等の合理化を推し進め、生

産効率の向上を図ります。 

 
３．業績に与える影響 
 今回の希望退職募集の実施により発生する特別退職一時金等の特別損失は約 212 百万円と

なる見込みであり、平成 22 年３月期の業績に計上いたします。 
 また、今回の経営合理化を行った場合の来期以降の業績に与える影響額は、売上原価が年

間で約 480 百万円、販売費及び一般管理費が年間で約 520 百万円削減されると見込んでおり

ます。 
以 上 


